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沖縄が日本に復帰して50年となる2022年に、無作為に抽
出した沖縄の有権者3800人に調査票を郵送し、意識調査を
行いました。その分析結果を、アイデンティティ、階層、若者、政
治、辺野古移設というテーマごとに分析した結果が本書です。

私が担当した辺野古移設では、移設に反対する県民が多数
派ではありましたが、若い世代では3人に1人が「どちらともい
えない」を選んでいました。また、普天間基地を辺野古に移設し
ても沖縄の基地負担の軽減にはならないと思っているにもか
かわらず、移設には賛成だと答えたり、判断に迷って「どちら
ともいえない」と答えたりする人が3割いることもわかりました。

「選ばれてあることの恍惚と不安とふたつ我にあり」、これは小説家の太宰治が『葉』という短編小説の冒頭
で引用した詩人ベルレーヌの言葉である。この言葉を自分は、研究者になって以来ずっと大切にしてきたよう
な気がする。大学はかつて、一部の特権階層しか通うことができぬ最高学府であった。いまは高卒者の約６割
が大学に進学するとされているが、にもかかわらず、最高学府であることに変わりはない。エリートと大衆とを
分ける境界線は、「選ばれてあることの恍惚と不安」があるかないかである。決して大学のネームバリューや偏
差値ではない。どうか皆さん、このことを忘れずに引き続き勉学に励んでほしい。

下平好博

このように米軍基地をめぐる沖縄の世論は複雑です。「賛成／反対」ときれいにわけられるもので
はありません。本書ではその複雑さを数字で描きだしてみました。他の章も興味深い結果がたくさん出
ています。ぜひ手に取って読んでみてください。沖縄の見え方が変わりますよ。
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　人生の中で最も自由で貴重な時間、これが大学生活
だったと実感しています。言われたことをやる勉強をする
だけでなく、アルバイトや教職、ゼミ、旅行など、すべてを
自分で選択し、主体的に時間を使うことができました。
　教職活動では、将来教員として社会に貢献したいとい
う思いから、学内外で教育に関わる経験を積みました。
授業や教育実習を通じて、仲間や生徒と関わる中でコ

ミュニケーション力や計画力を養うことができ、教育の現場
で必要な視点や柔軟な対応力を学ぶことができました。
　ゼミでは「服が捨てられ続ける世界で―持続可能な社会に
向けたZ世代の『葛藤』」というテーマで卒業論文を完成させま
した。ファッション産業の大量生産・大量廃棄の背景を分析
し、Z世代が環境意識と消費行動の間で葛藤する現状を明らか
にしました。この経験を通じ、社会課題を具体的に考え、解決
策を模索する力を身につけることができました。
　大学生活での幅広い学びと多くの出会いは、自分の成長と選
択を豊かにしてくれました。これから社会人として新しい環境に
進む中でも、学んだことを活かし、主体的に努力を続けていきた
いです。支えてくださったすべての方々に感謝します。

メタバースで切り拓いた、学びと働き方木下  知哉さん（天野ゼミ）

　私が学生時代に力を入れてきたことは、メタバースを活用した3D
モデリングによる創作活動です。私は高校時代から祖母の介護を
担っていたため、一般的なアルバイトを行うことができませんでし
た。大学入学後にメタバースと出会い、Blenderを用いた3Dモデリ
ングを独学で学び、メタバース向け衣装の制作・販売を始めました。
　現在は、収入によって生計を立てられている時期もありますが、そ
の収入は不安定であるため、作品のクオリティ向上や販売ペースの
改善を意識しながら、継続的に制作に取り組んできました。今後は
衣装制作にとどまらず、アバター本体や小物制作にも領域を広げ、制

作技術の幅をさらに高めていきたいと考えています。
　当初は就職を志していましたが、将来的な両親の介
護も見据え、リモートで働ける環境を模索する中で、さ
まざまな困難にも直面しました。そこで私は、3Dモデル
の販売を継続しながらポートフォリオを充実させ、技
術力と実績の双方を高めていく道を選びました。今後
は、これまで培ってきた制作経験を生かし、3Dモデル
制作の技術を社会や企業活動の中で価値として提供
できる仕事に就きたいと考えています

北島  広大さん（元治ゼミ）

　大学時代に最も力を入れたことは、教職課程を通して
「人と向き合う姿勢」を学び、実践し続けたことです。人間
社会学科では、社会学・心理学・教育学を横断的に学び、
人の行動や背景を多角的に捉える視点を養ってきまし
た。その中で、大変だったことは、人間社会学科の科目だ
けでなく教職の科目もとらなくてはならず、授業の組み
方が限定されてしまう事でした。教職課程における授業
では指導案作成や模擬授業を重ね、生徒の理解度や反
応を想定しながら授業を構成する難しさを学びました。
特に意識したのは、「正しく教える」ことよりも、「相手に伝
わる形にする」ことです。一方的な説明ではなく、生徒の

立場に立ち、どこでつまずくのか、どの言葉なら届くのかを考える姿勢を大
切にしてきました。教育学部ではなく人間社会学科で学んだ事により、社会
の課題や興味関心について気づくことができて、教育実習や進路選択にも
役立ったと感じています。
　また、教育実習を通して、教室には学力だけでなく、家庭環境や性格、特性な
ど多様な背景を持つ生徒がいることを実感しました。その経験から、一人ひとり
を理解しようとする姿勢と、安易に決めつけないことの重要性を学びました。
　大学生活全体を通して、人と関わる中で生じる葛藤や難しさなどの課題か
ら目を背けず、学問と実践の両面から向き合い続けたことが、4年間の自分の
大きな成長と感じています。この経験は、将来どのような立場であっても、人を
支える仕事に活かせると考えています。

教職課程で学んだ「人と向き合う姿勢」

実際に販売予定
の３D作品

MESSAGE

下平先生最終ご講義  

母校の中学校で教育
実習に取り組む筆者

ゼミの卒業論発表会
で報告する筆者
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視点や切り口が面白かった 竹峰ゼミ卒業論文 公開報告会

仲間とともに

篠原  佑斗 さん（荒井ゼミ）

　人間社会学科で過ごした四年間は、私にとってかけがえのな
い時間です。
　友人や先生方に恵まれ、学業、部活動、学童でのアルバイト、そ
のすべてに真剣に向き合えた日々は、現在の私を形づくる大切
な経験となっています。
　体育会男子送球部では、一部昇格と全日本インカレ出場を目
標に、仲間とともに日々練習に励んできました。大学三年次には
主将を任され、責任の重さに悩むこともありましたが、入れ替え
戦や東日本インカレの舞台に立てた経験は、仲間とともに困難
に立ち向かう強さを私に与えてくれました。

　荒井ゼミではゼミ長を務め、SAとして後輩の学びを支えながら、
学年を越えたつながりを大切にしてきました。地方出身の仲間たち
と後輩の成長をともに喜び、卒業論文提出前には早朝二時まで
ファミレスや自宅で机を並べた時間は、人と支え合うことの尊さを
深く実感する日々でもありました。
　また、教職課程を通じて出会った仲間との時間
は、学びの場にとどまらず、日常の中でも互いを
励まし合える大切な関係となりました。
　明星大学で出会った人、そして積み重ねてきた
経験のすべてが、これからの私を支える原点です。
この春から実業団選手として新たな一歩を踏
み出しますが、ここで得た学びと感謝を胸に、こ
れからも仲間とともに全力で挑戦し続けていき
たいと思います。

ゼミと社会調査実習

からの学び

大嶋  優海  さん（荒井ゼミ）

　人間社会学科での四年間は、仲間とともに学
び、支え合いながら成長した時間でした。
　荒井ゼミではゼミ長として、SAとしての活動や
行事の立案・運営に携わりました。仲間と意見を交
わし、計画し、実行し、振り返る経験を通して、
PDCAの重要性を実感しました。イベントで経理を
任されたことは、信用金庫への就職を志すきっかけ
にもなりました。また、ゼミ長の仲間たちとは教職
課程が同じこともあり、課題や授業に追われなが
らも、自然と支え合う関係が生まれていきました。

　社会調査実習では、鵜沢先生の
もと、ホップからクラフトビールを
つくる取り組みに挑戦しました。
０から１を生み出す難しさや、社会で必要とされる関係性の築き方を、
地域の現場での実践を通して学ばせていただくことができました。
　栃木県から上京し、期待と不安の中で始まった大学生活でしたが、
四年間で重ねてきた語り尽くせないほど多くの経験は、楽しい思い出
とともに、私に多くの学びを与えてくれました。一つひとつを思い出す
たびに、感謝の気持ちとともに胸がいっぱいになります。
　誰よりも多くの時間をともに歩んだ同期、尊敬できる先輩、頼もしい
後輩、荒井先生・鵜沢先生をはじめとする恩師の方々など、かけがえのな
い人たちに出会うことができた自分は、本当に幸せ者だと感じています。
　中学時代の恩師の「どんな困難でも逃げずに挑戦しろ」という言葉
を胸に歩んだ四年間。高校卒業時の自分に、心配することはない、きっ
と楽しく刺激的な大学生活になるよと伝えたいです！

変わる人社、変わらない人社

江口  宗一郎さん（荒井ゼミ）

　私にとって、学生生活で忘れられない言葉があります。入学し
て早々に行われたガイダンスで当時の学科教務の教授からい
ただいた「大学生は、人に頼ろうがさせようがすべて自己責任だ
から頑張りなさい」という一言です。この一言は2022年度入学
生にとって記憶にある学生も多いと思います。
　以後、私はこの言葉を胸に授業や研究に取り組みました。
特に2年次からはスチューデント・アシスタント(SA)という責任
ある立場を拝命し活動して参りました。1年生へのアシスタント
やオープンキャンパスでの説明、交流会の企画・運営をSAとし
て行いました。そして3年次からは、ゼミ長という責任ある立場
を拝命し、教育社会学のゼミとして実践的な学びを提供したい

思いから運動会や体験的なゼミ合宿の企画・運営をしました。
　この4年間、ありがたいことに多くの学生に慕っていただきまし
た。そして振り返ると、この人間社会学科の学生に夢と目標を持っ
てもらいたい、その一心で生活してきました。そのため常に「責任」
の2文字が頭のなかにありました。
　しかし、この言葉の重みが私自身を大きく成長させてくれたと思
います。卒業後は、後輩への夢と目標の集大成として大学院に進学
します。人間社会学科を卒業したことを誇りに持ち、弛みなく研究に
励んでいきます。指導教員の荒井先生をはじめ、どんな時も温かい
眼差しで応援してくださった先生方や先輩、同期、後輩が責任感を
持って支えてくださったからです。心より深く感謝を申し上げます。

わたしの人生を変えた

四年間は一瞬だった

松本  芙卯子さん（寺田ゼミ）

　やりたいことをぜんぶやった大学生活の四年は一瞬でした。
　わたしは虐待サバイバー当事者で、自身の経験を文章にし
て表現することが長年の目標でした。その目標に少しでも齧
りつけたのは、この四年を通して人間社会学科で学んできた
からです。たった四年では自身の経験や、他の虐待サバイ
バー当事者の経験を「研究」として昇華しきれなかったため、
悩みに悩み、学科の先生方にたくさん助けてもらいながら、
他大学大学院に進学することが決まりました。嫌なことも良
いこともたくさんの刺激を受け、考え方は変わり、成長し続
けた四年間でした。

　刺激の一つに、竹峰先生と先輩方、他大学の学生と行っ
たマーシャル諸島があります。日野市役所の平和推進のた
めの研究という理由で行ったマーシャル諸島は初海外で
したが、水が止まりペットボトル生活をおくるなど、忘れら
れない経験ができました。決して楽ではなかった旅を共に
した学生たちが今では最高の友達になり、年末年始には
必ず集まって下手なダンスを踊るなどしています。
　また、部活動では短編映画を二作、制作し、東京学生映
画祭に出展しました。一作目の「ルリビタキ」では監督、脚
本、出演を務め、卒業論文や今後の研究のヒントにもなる
大事な一作を形に残すことができました。
　正直、美大に行っていたらどんな人生だっただろう、と今
でも考えます。ですが、この四年間のこの場所じゃないと出
会えなかった大切な友人、先生方に出会えたことは、確実
にわたしの人生の風向きを大きく変えたと感じています。
　まだまだやりたいことがたくさんあるので、生きます！

人とのつながりが

成長させてくれた

中村  未来さん（熊本ゼミ）

　私にとって、様々な学部の学生と関わる機会を得ら
れた「星友祭実行委員会」での活動は、大学生活を充
実させながら、人と関わる楽しさや大変さを学ぶこと
ができた、大事な経験でした。
　３年生の時には副委員長を務めさせていただきま
した。全体の運営だけでなく、下級生の進捗状況を確
認しながら、困っていることがあれば声をかけ、作業
が滞らないようサポートする役割を担っていました。

　星友祭は、仲間と一緒に協働し、活動しなければ
できません。そのため、副委員長には特に、周囲を見
ながら行動する力や協働力、考える力、コミュニケー
ション力が求められます。人間社会学科の授業では
グループワークやフィールドワークの活動が多く、
他者と協働しながら主体的に行動することや、自分
の意見を伝える力などが自然に身に着きます。この
学びが、星友祭実行委員会においても、下級生を支
える場面や周りを見て考えながら行動する際に活か
されたと思っています。
　もともと私は、自分の意見を伝えることに苦手意
識がありました。学科での学びと委員会での活動
が、そんな自分を成長させてくれたと考えています。

お笑いライブ MC に挑戦！！

第 59 代目三役幹部の仲間と

短編映画を制作

大好きな先輩と
同期と一緒に

ゼミ運動会

SA活動
にて

後輩SAとつとめた
学校案内

一年生の
後輩たちと

同期の仲間と

ゼミのイベントにて

地元栃木に
ゼミ合宿

SAをつとめた１年生ゼミ

男子送球部の仲間と

「問いと研究対象の取り上げ方に好感を持ちました。ファッション
の力と平和への接続、東京における被爆者の運動と世代を超えた継
承、発達障害を可視化するカフェの空間の意義の吟味、どれも大変興
味深いご報告でした」（参加者からの感想）。

2026年1月25日、竹峰ゼミ卒業論文公開発表会をハイブリット形
式で開催しました。「興味を持ってくれてうれしかった。何度も足を運
んでくれた」と、フィールドワーク先の方にも参加を頂き、温かい言葉
をいただきました。
ゼミの卒業生も顔を出してくれま
した。「今年もゼミ生のみなさんがい
ろんなテーマに取り組まれていて、
非常に面白く、勉強になりました。
左波さんの卒論に登場するTENBO
の取り組みが非常に面白かったです。
障がい者のファッションだけでなく、
平和とも結びついていて、今までにな
い視点だなと感じました」。

Zoom上の一般参加者から、「水野さんの発表は、
広島に住んでいてもなかなか知ることのない、広島・
長崎以外で活動する江戸川区の被爆者団体の活
動や追悼碑が建立された経緯を知ることがで
き興味深かった」との感想が寄せられました。
「門田さんが発表された、現代の寺院の新たな取
り組み、感動するお葬式の提供やアミダステーショ
ンの開設について興味深くお聞きしました」。荒井先生
もかけつけていただき、「江澤さんらを中心にして、みんなで集まって助
け合い、他のゼミ生にも教えている様子が印象深かった」などと声をか
けていただきました。
3年生のゼミ生は、積極的に質問をしました。「視点や切り口が異なり、
面白かった。来年度の卒論作成の参考としたい」、「来年は自分達の番
で参考になった場面もあれば、ちゃんとやらなきゃと焦った場面もあっ
た」などの感想を寄せました。「卒論と聞くと堅苦しいものを思い浮かべ
ていたが、身近なことを取り上げている人もいて、卒論に対するイメー
ジが変わった」との感想も2年生から寄せられました。

ゼミの仲間と

交流会にて

マーシャル諸島にて
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人社では2023年度より学科独自のキャリア支援制度を構築し、2023年度・2024年度と就職率100％を達成しました。そ
の強みは学科専属のキャリアカウンセラーさんが3人おられ、週3回、学科学生は学年を問わず（卒業生も！）、進路相談から就
活の書類作成・面接指導等のカウンセリングを受けられ、学年に応じた対応（前後期3年ゼミ訪問等）などを実施してくださって
いることです。また、目玉のイベントとして今年度も11月11日に「ようこそ先輩プロジェクト」を実施しました。2・3年のゼミの時
間を使った「4年生就活トーク・座談会」を今年度は「MEISEI HUB」で実施、冨樫学長もいらしてくださり、とてもよい取り組み
とのお言葉をいただきました。続いて場所を移し、食堂で20名ほどの卒業生をお招きして軽食をとりつつ、在校生が自由にお話
を伺う交流会を実施、同窓会社会学科会支部長であられる後藤信夫さんにもいらしていただきました。人社や後輩たちを思う卒
業生と「いつかは自分も先輩としてこの場に」と憧れる在校生、見守る教職員が紡ぐ和やかな雰囲気に人社の魅力が詰まってい
るように思い、感慨深いものがありました。 （鵜沢由美子）

４年生の就活体験談 ４年生就活トークと座談会 交流会

＠MEISEI HUB

2025年10月に、「ドキュ
メンタリー実習」と「フィー
ルドワーク実習」が合同で、
ADHDの女子高生たちが生
きづらさを描いた映画「ノル
マル 1 7 歳 。- 私 たちは
ADHD-」の上映会を学内で

実施しました。この上映会は、発達障がいへの理解を深め、支
援のあり方やアライについて知ってもらう機会として企画し、25
名が参加しました。当日は北宗羽介監督にもご来場いただき、
上映後に質疑応答の時間を設けました。質疑応答では多くの質
問が寄せられましたが、参加者同士が感想や意見を共有する場
を十分に確保することができないという課題も残りました。
そこで、上映後にさらに交流の場を設けたいと考え、12月に日
野市南平にある『本屋とキッチンよりまし堂』で、改めて上映会
を実施しました。「ドキュメンタリー実習」履修者の有志が企画・
運営し、当日は地域住民を中心に15名が参加しました。上映後
は、ADHDなどの障がいに対して当事者の気持ちや、周囲の接
し方について話し合いました。地域の方々を巻き込むイベントを
企画・運営することは初めての経験だったので、最初は不安もあ
りましたが、当日は意見交換が活発に行われ、想像以上に充実
したイベントになりました。
上映会の開催にあたり、北監
督、ならびに「よりまし堂」の皆
様にご協力いただきました。心
から感謝申し上げます。

学会当日は、英語・中国語・日本語を用いてポスター発表を行
いました。30名以上のさまざまな国の大学教員や研究者が発表
に足を止めてくださり、3つの言語に加え、韓国語などそれぞれが
得意な言語や翻訳機も活用したコミュニケーションを行うなど、
役割分担をしながら他国の状況との違いについて議論しました。
「論文にしたらどうか」など、多くの温かい言葉もいただくことが
できました。学部生で発表を行ったのは私たちのみであったため
大きな緊張がありましたが、学部生であっても研究として真剣に
向き合えば、世界という舞台で第一線の研究者の方々と対等に議
論してもらえることを実感し、大きな自信につながりました。
また、今回の渡航は初めての海外というメンバーも多く、高雄の
他にも台北の街を歩いたり、九份を訪れたりするなど、大学外で
学ぶ機会も数多くありました。ジェンダーへの配慮が進む都市空
間を調査したり、学会ツアーに参加して海外の研究者と交流した
りと、学会発表後はそれぞれの関心に応じた充実したフィールド
ワークなども行うことができました。

現地では、学部生が海外で研究発表に挑戦できる環境は、海外
から見ても決して当たり前ではないと教えていただき、自分たちが
恵まれた学習環境にあることをあらためて実感しました。応援し
て送り出してくれた親、大学での手厚い指導、充実した研究機材、
宿泊費補助などのご支援に、心から感謝しています。

夜市での時間や共同生活、国際学会をやり遂げた経験を通して、
ゼミの仲間との絆も深まりました。なにより、計画を立て、考え続け、
仲間と協力して真剣に取り組めば、自分が想像もできないようなこ
と、不可能だと思っていたことも可能にできるという、大きな自信に
つながりました。支えてくださった方々と環境に感謝しつつ、この自
信を胸に、今後の人生に活かしてまいりたいと思います。

荒井ゼミ

Arai

遠藤優輝さん

3年

台 湾での学 会発 表を通じて得たもの

国際学会への挑戦で見えたもの

私たちは2025年11月8日、台湾・高雄大学で開催されたカルチ
ュラル・スタディーズ学会（Association for Cultural Typhoon）
において学会発表を行いました。研究題目は『つながりっぱなしの
日常』を生きる若者のジレンマ―日本人BeRealユーザーのエスノ
グラフィー（The Dilemma of Youth Living in “Always-On” 
Intimate Communities: An Ethnography of Japanese 
BeReal Users）です。ゼミで取り組んできた共同研究を海外の
学会で発表することとなり、大きな期待と緊張の中で当日を迎え
ました。

研究テーマは、若者の間で利用
が広がるSNS「BeReal」です。
私たちは2年次から、BeRealが
若者にとってどのような意味を
持ち、日常の中でどのように使
われているのかに着目し、研究
を進めてきました。調査では、インタビュー調査に加え、利用状況
や投稿時の感情を記録する日記調査を実施しました。一人ひとりが
役割を担い、記録、インタビュー、デザイン制作、映像編集など、
それぞれの得意分野を生かして研究をまとめていきました。語学
力をもつメンバーは、翻訳ソフトや文章校正ソフトを活用し、海
外論文の読解や多言語資料の作成にも取り組みました。
分析の結果、SNSには人とつながる安心感がある一方で、常に
つながり続けることによる疲れやプレッシャーも存在することが
明らかになりました。特に日本では海外とは異なり、自然体を共
有するアプリであるBeRealにおいても「映え」を意識してしまう
傾向が見られ、この特徴は海外研究者との質疑応答を通して、よ
り明確に認識することができました。

身近な若者文化から社会を考える

仲間とともに得たもの

高雄駅にて

楽しい夜市

三か国語に
訳したポスター

様々な国の研究者（英語と韓国語で発表中）

どれも美味しい !

学会発表
を終えて

映えるまで
何回も撮り
直してしまう

フィールドワー
クにて

就職率

100％
ようこそ先 輩 プロジェクト・キャリア支援報告

社会調査実習（フィールド
ワーク実習）鵜沢クラスでは、
クラフトビールづくりに関して、
ホップ育成から材料選びや味
の調整、商品名やラベルデザ
インなど、企画から販売までの全工程に関わり、チームでアイデ
アを出しながら取り組みました。

2025年10月に開催されたせいせき秋のビールまつりでは、オ
リジナル瓶ビールが大好評！イベント3日目には完売し、春に続
き秋も「一番投票されたで賞」を受賞することができました。ビ
ールの販売中に来場者の反応を見ることで、それまでの努力が
形になる達成感も得られました。

さらにビールの副原料として使用したブル
ーベリーは、自分たちで日野の農園を探しブ
ルーベリー狩りを行うなど、準備から工夫を
重ねました。
また、最終報告書の作成に向けて各グルー
プに分かれ、日本各地のクラフトビールと地
域活性化など、自らの関心に従いインタビュ
ーや調査を行い、執筆をしたことで、企画や
調査の面白さ、成果を出すことのやりがいや
喜びを実感しました。すべての工程に携わり
ながら挑戦を重ねたことで、クラフトビール
の奥深さを存分に味わえた実習でした。

冨樫学長もお越しくださいました！

　藤井日菜乃　3年

近藤実奈子さん・関本美月さん  3年 藤井日菜乃さん  3年ノルマル17歳。
上映会で広がった対話
　　　――大学から地域へ

春は 多摩の明星 、
秋は 多摩の明星～蜜星～
せいせきビールまつりで完売！
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「学ぶテーマは、きっとあなたの中にあ
る」。人間関係、家族、アイデンティティなど
身近なことから、格差、学校、働き方、地域
社会、さらに国境を越えたグローバルな現
象まで、私たちが暮らす現代社会を幅広く、
探究することができます。

学生自らが調べ、発表し、学生間で話し合
い、教員も交えて活発なコミュニケーション
のもとで進められるゼミが、1年生から4
年生まですべての学年で設けられていま
す。人間社会学科は、学生と教員の距離が
近いのが特徴です。

教室を飛び出し実際の現場に出向き、五感

で学ぶ、フィールドワークの機会が豊富
に用意されています。アンケートを自分たち

で作成し、調査を実施して、結果を読み解く

授業も設けられています。

を踏まえ、人間社会学科が培ってきた特色や強みを発展させる方向で、カリキュラムの改定を進めます。

「ひとに優しく、社会に深く」 
人間社会学科のカリキュラムが新しくなります

FEATURES 01

 2027
年度から

FEATURES 02 FEATURES 03

01 03

今年も様々な視点で社会をみつめるフィールドワークを実施しました。

「高尾山」の歴史、バリアフリーへの取り組みやグローバル化について調べる。「狛江の小さな沖縄資料館」「明治
大学平和教育登戸研究所資料館」「都立第五福竜丸展示館」で記憶／出来事を伝える現場に行き、伝える人たち
に出会う。「立川まんがぱーく」の地域活性や魅力について調査する。「更生保護法人 斉修会」「市川房江記念展示
室」で更生保護と女性の権利から平和を考える。「日野市役所」の取り組みを知る。「住宅展示場」で家族の暮らし
を支える住まいの工夫に気づく。リニア中央新幹線は必要か「さがみはらリニアひろば」で様々な視点から明ら
かにする――

１年生が少人数のクラス（ゼミ）で課題を設定し、実際に訪れて得てき
たものを発表するという経験は、その後の学びの基になります。（花形）

「フィールドワークへの招待」合同発表会

1 年  野江  和奏

高尾山でのインタビュー

マンガから地域を考える

――立川まんがぱーくでの

　　フィールドワーク

はじめての

フィールドワーク、

仲間と味わった達成感

私たちのクラスでは、ハウジングワールド立川にてフィールド
ワークを行いました。現地では、暮らしやすさや安全性を意識
した工夫が数多く取り入れられていることを学びました。
フィールドワーク後は、発表に向けて授業後も自分たちで集ま
り、話し合いを重ねました。より良い発表を目指すという目標に
向かってチーム一丸となって取り組めたことは、私にとってか
けがえのない経験となりました。多くの学生の前での発表は緊
張しましたが、発表後に感じた達成感は、今でも忘れられません。

（1年　野江　和奏さん）

フィールドワークへの招待では、1年生が15名程度の少人数
のクラスに分かれて、さまざまなフィールドを訪れました。その
うち杉山クラス（右下）では、立川市内の「立川まんがぱーく」を
フィールドとして、ポピュラーカルチャーが地域に果たす役割
について学びました。
「立川まんがぱーく」は、立川市の旧市庁舎活用などを目的と
する事業の一環として、2013年に「立川子ども未来センター」
の中にオープンしました。最初に入館料を支払えば、誰でも自由
にマンガを読んで過ごすことができる仕組みになっています。
施設の名前すら知らなかったという学生が多い中で、あらか
じめ観察したいポイントや疑問点を考えてもらい、1回目の訪
問では、他の利用者の方と同じように施設を利用しながら参
与観察を行いました。翌週に再び訪れた際には、館長である樋
口義暁氏にインタビューをお願いしました。
実際に現場を訪れて見聞きする経験を通して、学生たちは、
利用者の特徴や施設全体の雰囲気、マンガを地域のにぎわい
創出に活用しようと考えた経緯など、各自が関心を持ったテー
マについて考えを深めることができました。今後の人社での学
びを支える、貴重な機会となったはずです。（杉山）

1 年生

グループご
とに

モデルハウ
ス見学

をしました

杉山クラスの皆さん

人間社会学科がもつ特色や強みとは何なのでしょうか

　　　　　　　　を踏まえ、人間社会学科は、「興味のあることがとことん掘り下げられる」カリキュラムを追求していきます。2027年度から人
間社会学科ではどんな授業が開設されるのか、授業を履修することでどんな力がつくのか、わかりやすいカリキュラムツリーを作成しました。
〇図 「カリキュラムツリー」を参照ください。

a C

社会学を柱に多様な角度から幅広く自由に学べるカリキュラムを充実させます。高校生や学生の問題関心も踏まえ、
若者文化、映像制作、ジェンダー関連などの授業を充実させます。「恋愛と結婚の社会学」、「ポピュラーカルチャー論」、
「ジェンダーとセクシャリティ」をはじめ、授業名称を一新させます。

幅 広 い 自 由 な
カ リ キ ュ ラ ム

a

現代社会の現場に学ぶ実践型教育をより充実させます。「仕事とキャリアの社会学」とともに、新たに「地元学実践 : 
インターン実習」、「地元学実践： ボランティア実習」などの授業を開講します。「フィールドワーク実習」と「アンケート
調査実習」に加えて、映像制作に取り組む「ドキュメンタリー実習」の授業を開設しました。

実 践 型 教 育B

意欲のある学生を応援するカリキュラムを創っていきます。合宿など学生が宿泊を伴う研修に参加するとき補助金の
支給を学科独自で設け、充実させてきました。留学やフィールドワーク、ボランティアなどを行いやすくするともに、
教職免許の取得を目指す学科学生の負担軽減を図っていきます。

学 生 応 援
カ リ キ ュ ラ ムC


